








けて通るわけにはいかない。 『俳文学大辞典』 （角川学芸出版）の「かるみ」の項（尾形仂執筆）によれば、それは「芭蕉が円熟期以後、終生の課題とした究極の俳諧理念」で、 「三次に及ぶ深化の過程をたどる」のであるという。すなわち、 「蕉風様式の確立を見た『おくのほそ道』の旅中、 「古び」 自覚の中から胚胎」し、 「過剰な表現の抑制 よる渋滞感の打破が図られた」のが第一次、 「 『ひさご』 『猿蓑』期」に、 「素直な自然観照によ 平明な表現を志向、内心のリズムがそのまま句姿に定着するような内外合一・無作為・無分別の工夫が凝らされ」たのが第二次、 「以後最晩年にかけ」て、 「いっさいの芸術的身構えを捨てて日常性 中に詩を求め日常 言語をもって表現する道が模索され」たの 第三次という見方であり 大枠 おいて首肯に値する。




























































































































 岱水・杉風・利合・太大・曽良・依々 子祐 希志 石菊 楚舟 潤子「草の戸の〈冬季〉 」歌仙（続Ｄ）
 
となる（ 「追加」の八句は省略） 。以下の論述 （
 　
）内の略号で各作品
















































 （ 『旅寝論』 ）
 
との認識があり、この興行に際しても、好んでこれらを使う風潮に拒否の姿勢を示したのだと見られる。Ｅ以外での多用から判断して、孤屋の場合は其角の意向を尊重し、使用を控えた可能性が高い。だとすれば、ここから導き出せる は、擬態語・畳語類の使用がかなり意識的なもの あった と、一座する連衆によって様相が変わること、の二点となろう　
これも同じ拙稿で指摘した通り、嵐雪が一座した炭Ｂにおいて、擬態語・















36（ 「そつと」 「きり〳〵」 「てら〳〵と」 「ひつそりと」 「て












36（ 「けふも〳〵」 剃 そられつ」 ）
 
つと」のような擬態語、 「どたり」のような擬声語、 「宵々」のような畳語、「ふわふわ」のような擬態語かつ畳語があり、これらに準ずる表現もある。すべてを一括して いかという問題はあるし、品詞の種類によって分ける必要はないのか、普通語でもあるもの（ 時々」 「わざわざ」など）はどうするのかなど、考慮すべき点は少なくな 。しかし、作者たちはそうした分別意識をもたず、連鎖反応的に使用したような であり
（７）
、細分化にさほどの意味
は見いだせそうに 。 『すみだはら』を分析対象に 際と同様、島居氏の指摘に倣う形で、すべてを擬態語・畳語類として扱うことにする。
 
　












36（ 「細々と」 「あちこち」 「節々」 「てう〳〵しく」 「漸と」 「ぐ









100（ 「どろ〳〵」 「ほか〳〵 ほろ 段々に」 「ひつ















36（ 「ふは〳〵」 「ばら〳〵」 「宵々 「鬱々と」 「わざ〳〵 ）
 

























た内容がくり返され、三句がらみや観音開き 傾向もあることを指摘した。仕事や生活にまつわる話柄が多く取り上げられ 裕福な暮らし、小ずるく立ち回る人、 者としての嘆き、旅や遠出の疲労・倦怠感 どが、それぞれ




共有されていなかった」などと記したことについては、誤解のないよう、少の説明を加える必要がある。芭蕉の「のつ 」が評判と り、門人 模倣を呼び起こしたことは、先に引いた其角 発言からも明らかで 芭蕉自身、炭Ａなどで積極的に擬態語・畳語類を使っ 。しかし、芭蕉もすべて興行に多用しているわけではなく、不使用の場合もある。それ 使用自体に意味があるのではなく、効果を見定めて わなければ らない を よく自覚していたからに相違ない。多用 風潮は野坡らの周辺で起こり、これが杉風・子珊らにも広まっ った、と うのが実情であろう
（８）
。芭蕉の付句




















36（ 「こつとりと」 「時々に」 「年々に」 「こくり〳〵と」 「ご
ろ〳〵〳〵と」 「作〳〵て」 「順々に」 ）
 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































ており、逆の言い方をすれば、それほど『別座鋪』 恋 画一的で変化に乏しいということになる。その「若衆」の句にしても、詞に頼って恋 したという面が強く、一句 説明調も気になるところ。続く「うき寝」は、これが
（
15）



































































































































































































など、恋句に積極的な姿勢を示し続け、みごとな成果を挙げている。 「ものおもひ居る」も「恋する」も、前句の情をしっかり受け止め、ありうる場面を構想した上で、これを簡潔に表現したものであり、決しておざなりに恋の詞を使っているの はない。 「恋別而大切 事也」という認識の下 「恋句も度々出よかし」の願いを自ら実践 べく、苦心を重ねていたわけである。しかしながら、 この思いが杉風に伝わる（あるいは共有され ）ことはなく、 一句」の語だけが独歩して、 『続別座敷』における恋の軽視に至 着く。そしてこれは、恋の軽視という一事にとどまる問題なのではない。　
現存する作品を見る限り、貞享以後、杉風は芭蕉と連句興行をともにする


























































の名オ１・２）は、前句を金に汚い人物と見込み（①） 、他人にきつく身内には優しく対応するさまを想定し（②） 、弟の家の工事が始まるとした（③）もの。関心が内側に向かいがちな点は、 『すみだはら』 『別座鋪』に共通する特徴である。
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15）  Ｄ３の初ウ２・３について分析を示すと、前句 薬の効果をあきらめているのだろうと見込み（①） 、ここから恋の病を想定した（②）上 、顔の青白いのは恋のため とからかわれる場面にした（③）もの。最初に抱いた恋わずらいの発想を突き放すことができず、そのまま句作を行なったものと見て間違いな 。
 
（
16）  元禄六・七年に芭蕉と杉風が一座した連句 品を見ても、 杉風は一度も恋を詠んでいない。
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  追加の八句では、三句に連続して をの〳〵」 きよつと 「じやぐへ〳〵」が見られ、意識的な使用であったかと見られる。
 
（８）
  元禄五年九月の「青くても」歌仙（ 『深川 ）に「さらり〳〵と」 、十月の「口切に」歌仙（同）に「ばら〳〵と」が見られるように、帰江後の芭蕉周辺では、少しずつこうした表現が試みられている。それが次第に一つの風潮となり、芭蕉の のつと」が評判を得る中、野坡らが多用するようになったものと推測される。
 
（９）





10）  『すみだはら』の内訳を示せば、 炭Ａ（ 「娘 「お袋」 「亭主」 「女房」 「嫁 ） 、 炭Ｂ（ 「嫁」 「子「壻・娘」 「弟」 「母」 ） 、 炭Ｃ（ 「娣」 「祖父」 ） 、 炭Ｄ（ 子・父」 「つれあひ」 「嫁」 ） 、 炭Ｅ（ 「祖父」「子」 ） 、炭Ｆ（ 「嫁」 「老」 ） 、炭Ｇ むすめ」 ） 、炭Ｈ（ 「児」 「祖母」 ）という具合で、巻ごとの差はここでも指摘できる。それでも、大きな傾向として、各連衆にはこうした語を好む傾向があり、それが家庭内ドラマともいうべ 話題の多出と軌を一にしてい のは、たしかなこ といえる。ちなみに、 『猿蓑』 （元禄四年刊）の四歌仙にはこの類の語がまったく見られず、両書の間に大きな違いのあ ことが察知される。また、 『冬の日』 （貞享元年奥）の五歌仙には「いもと」 「いとこ」 「娘」 「子」 「つま」 北の方」 「母」の用例があるものの、多くは劇的な設定による付合で、 『すみだはら 『別座鋪』と 間には大きな断絶が認められる。
 
（
11）  前句を景気のよい漁師の家と見込み（①） 、新しい労働力 参入 想定し ②） 、聟を迎えて笑顔であるとした（③）わけである。
 
（
12）  たとえば、 「逢
あふたび
度に去
こぞ
年より馬の直
ね
をねぎり
　
楚舟／弟
おとと
が家の普
ふ
請しん
仕しかか
懸
る
　
子珊」 （続Ｃ
